
 
 

来
年
は
２
０
２
０
年
で
す
。
学
習
会
で
は
、
男
女
み
え
ネ
ッ
ト
活
動
の
原
点
で

あ
る
「
２
０
２
０
３
０
（
ニ
イ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
サ
ン
マ
ル
）」
に
つ
い
て
、
現
状

と
今
後
の
国
の
施
策
を
知
る
た
め
に
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
に
お
話
を
伺
お

う
と
な
り
ま
し
た
。
職
員
派
遣
に
関
し
て
煩
雑
な
手
続
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
苦
労
が
吹
き
飛
ぶ
内
容
と
な
り
ま
し
た
。 
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１０：３０～ 学習会 

鈴山雅子さん講演映像 

 テーマ： 

講演会場：豊橋科学大学 

１２：３０～ ランチ交流 
美味しい時間をお楽しみください。 

１３：３０～ 男女みえネットを考える 

会員のネットワークで三重県の男女共同

参画を推進していく、男女みえネットのこ

れからを考えます。 

 

 

★参加者数★ 
会員１５名 
三重県男女共同参画センター 
荻原所長 

★スケジュール★ 
1. 開会あいさつ 
2. 所長の言葉 
3. 自己紹介 
4. ２０１８年度報告 

活動 
決算・会計監査報告 

5. 世話人について 
6. ２０１９年度 

活動案  
予算案 

６
月
１
５
日
（
土
）、
三
重
県
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
フ
レ
ン
テ
み

え
」
セ
ミ
ナ
ー
室
Ａ
で
、
１
５
名
の

会
員
の
参
加
の
も
と
、
総
会
を
行
い

ま
し
た
。 

開
会
あ
い
さ
つ
後
、
フ
レ
ン
テ
み

え
所
長
か
ら
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
４
月
に
就
任
さ
れ
た
荻
原
く

る
み
所
長
は
、「
３
９
年
携
わ
ら
れ
た

学
校
教
育
で
、
周
り
も
ご
自
身
も
熱

心
に
男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
ま
れ

た
こ
と
」「
所
長
に
な
っ
て
『
フ
レ
ン

テ
み
え
』
は
こ
ん
な
に
も
多
く
の
県

民
か
ら
支
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
と
い

う
こ
と
に
驚
き
、
感
激
さ
れ
た
こ
と
」

を
話
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
会
員

に
よ
る
自
己
紹
介
（
活
動
報
告
等
）

を
し
ま
し
た
。 

 

２
０
１
８
年
の
活
動
と
決
算
と
会

計
監
査
報
告
を
し
、
承
認
い
た
だ
き

ま
し
た
。
１
９
年
度
の
世
話
人
の
紹

介
で
は
、
世
話
人
代
表
、
事
務
局
長
、

会
計
監
査
の
交
代
（
詳
細
は
裏
面
）

を
報
告
し
ま
し
た
。
新
し
い
時
代
に

向
か
い
、
三
重
県
の
男
女
共
同
参
画

社
会
実
現
に
向
け
て
の
１
９
年
度
の

活
動
案
と
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、
審

議
さ
れ
た
後
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
勉
強

に
な
っ
た
」「
女
性
の
参
画
に
は
、
男

性
や
職
場
、
そ
し
て
女
性
自
身
も
意

識
を
変
え
る
こ
と
が
必
要
」
と
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。 

男
女
み
え
ネ
ッ
ト
は
こ
れ
か
ら

も
、「
意
思
決
定
の
場
へ
の
女
性
の
参

画
３
０
％
」
を
目
標
に
、
情
報
発
信

し
て
い
き
ま
す
。 

 

講師 
男女共同参画局推進課 

藤井 征宏さん 
 

★参加者数★ 

会員１４名 

一般参加２２名 

 

★プログラム★ 

１． 開会あいさつ 

２． 講師の話 

３． 意見交換 

 

 

活発な意見交換 

会員同士の意見交換と交流 

講
師
の
藤
井
さ
ん
は
、
妻
が
津
市

出
身
と
い
う
こ
と
か
ら
、「
講
師
に
行

く
の
は
自
分
し
か
い
な
い
」
と
思
わ

れ
た
そ
う
で
す
。 

講
師
の
資
料
は
４
１
枚
に
渡
り
、

現
状
が
詳
細
な
数
字
で
表
さ
れ
、
ひ

と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
説
明
さ
れ
、
参

加
者
か
ら
「
よ
く
分
か
っ
た
」
と
の

声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

「
政
治
分
野
に
お
け
る
男
女
共
同

参
画
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
活
用

も
含
め
、
国
民
・
県
民
・
市
町
民
で

あ
る
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に
し
て
い

く
の
か
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。 

講師の資料から 
 



３月開催の三重県男女共同参画フォーラム～みえの男女２０１９～に、 

男女みえネットは、 

分科会に男女共同参画直球の内容での参加を考えています。 

 

 

 
 

                            

★ご案内★ 

２０１９年度世話人

　鈴鹿市

　朝比奈　タエ 　津市

　伊藤　英子 　津市

　川口　節子 　名古屋市

　海住　さつき 　松阪市

　佐藤　ゆかり 　津市

事務局長 　津市　土屋　邦恵

　永戸　千草

会計監査

担　当 名　前 備　　考

世話人代表

会計

顧問

顧問

 

徳島市生まれ。 

朗読文学サークルパティオ主宰 

日本文学研究家  

三重県生涯学習センター、その他

さまざまな市町で文学講座講師

を務める。 

著書『となりの文豪』風媒社 

 

 

＜『源氏物語』を原文で読む＞講座を十年間続けられている

講師が、作者の紫式部が物語の中に埋め込んだ強い思いを、現

代語訳をしている与謝野晶子、瀬戸内寂聴とともに、女性の研

究者の視点から時空を超えて読み解きます。 

 

 

 

三重の女性史研究会・フレンテみえとトリプル主催 

源氏物語に持つイメージが変わるお話しです。伴奏のピアノ曲も、西野さんが「源
氏物語」をイメージし、この講演会に向けて作られたオリジナル曲です。是非、皆さ
んに聴いていただきたいと思います。どうぞ、ご参加ください。 

 

 

 

お話し 

朗読とピアノ伴奏 

朗読 

群読 

 伊藤英子さん、川口節子さん
とつながれた世話人代表の役を

引き継ぐことになり、重責に身の
震える思いです。 
 男女みえネットの基本である
「フラットな関係の中で、緩やか
ながらしっかりとつながる」こと
を、微力ながらもつなげていきた
いと思います。よろしくお願い申
し上げます。 

世話人代表 永戸千草 

四日市市出身。フェリス女学院

大学器楽科卒業。愛知県立芸術大

学院修士課程修了。現在、室内楽、

伴奏、バレエ伴奏などに取組んで

いる。 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1567107692/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cHM6Ly93d3cuc296YWlsYWIuanAvc296YWkvZGV0YWlsLzI1NjI3Lw--/RS=^ADB2TwpQswe8GBduTHf6EiBw.Vgvlg-;_ylt=A2RimVDs2GZd1zMAfAyU3uV7

